
























































までjに視点を与える研究には， Taylor (2000)， Pritchard & Honeycutt (2006)，高井太郎
(2011)がある。 Taylor(2000)は， Nancie Atwellという実践家の作文ワークショップの変遷過
程に着目したものである。初期の指導法では，学習者の主体性を過度に重視し教師の指導が抑制
されていたが，学習者の「作品の質jを高めることは難しく，指導を重視した方法へと変遷して
いったとまとめている (p.51) 0 Pritchard & Honeycutt (2006)は，プロセス・アプローチの変
遷過程を整理した研究である。プロセス・アプローチは，書く楽しさや人の書く過程だけではな
く， i作品の質jをどのように高めていくかという点を議論の中心とし， i教えることjを重視す






















が代表的である。アメリカでは「熟達した書き手jの「方略jを検討したものがあり， Hayes & 
Flower (1980)や Bereiter& Scardamalia (1987)が代表的である。これらは茂呂雄二(1988)
や杉山卓(1989) などの1980年代の研究だけではなく，秋田喜代美 (2002)，宮瀬真理 (2002)， 
木村正幹 (2008)，長岡由記 (2014) など2000年代の研究でも引用されている。
しかし安西・内田 (1981)，Hayes & Flower (1980)， Bereiter & Scardamalia (1987)は，書
く過程を観察するための実験方法が異なる。また，それぞれ取り上げている「方略Jも異なる。
このことから安西・内田(1981)で取り上げられている「方略jを「子どもの書き手」のもの，



















2015年 12 月 ~2016年 1 月
(2)調査対象者
小学校の教員 1名(協力者A)，中学校の教員 l名(協力者B)，高等学校の教員 1名(協力者

























カァゴりー カァゴリー名 定義 {タj















しめくくり しめくくりを計画すること。 最後のしめくくりをどうしょうかなあと思ってたの [6
年， Y.K.J。




情報の検索 計画に適合する情報を記憶から探し出 どこに行くか，行く順番を思い出していた何年， M.K.J。
す。










修辞的工夫 洗練した表現やことばを探したり工夫 ただうれしかったと書くか rとてもJを入れて大きく表
したりする。 現するか迷った。はじめは「うれしかったJを考えて，あ
とで「とても」を入れた (6{i二， Y.I.)。






作文形式の知識 句読点 rJ，段落，行容え等，作文 。をつけるのに，上につけてはいけないと先生に言われた
形式の手続きに関するもの。 のを思い出して迷っていた。そいでマスの外に。をつける
ことにした何年， Y.I.J。
読み直し 読み返し 書いた文の読み返し。 ここまにきたら心配になっちゃって r友達Jr友達jって
何度も書いてくどくどなると倒るから読み返してみた [5
年.M.EJ。
その他 休息 休息 いつもより早く書いたから，腕が痛くなったの [3年，
R.U.J。
質問 アスターへの質問 日ftにも見せない?J (とアスターにlijう。)[3年， H.M.J。
その他 突発事態への外的行動 後の子がどれくら書いているか気になった (3年， N.H.J。
後解釈 明らかに後からこじつけたとみなされ とまってた? fそう忠、ったJ(という次の文を読んで)を
るもの。 考えていたんだ、よ [6年， M.G.J。































かなって思いました。 HhhoJ (協力者 C)
作文全体の主題の意識化。
? ?? ?? ?
?















































































































































































( 3 ) 安西・内田(1981)で取り上げられている f方略jを「子どもの書き手jのもの， Hayes 
& Flower (1980) とBereiter& Scardamalia (1987)が取り上げている「方I各」を「熟達し
た書き手」のものとした比較は，茂呂雄二 (1988)，杉山卓 (1989)，秋田喜代美 (2002)，宮
瀬真理 (2002)，木村正幹 (2008)，長時由記 (2014)でも行われていない。
( 4) Iポーズにおける内観報告の分類カテゴリ-J (安西・内田， 1981， p.40) として示されて
いるものに f略号jを記載しないなど一部修正し，提示した。
( 5) <表記について〉・勾点 読点は読みやすいように適宜施した 0 ・発話者の名前は記号で
記した 0 ・発話が文法的に誤っていると思われる場合もそのまま表記した。
く記号について> . I/Jは 発話の重なり。. 1(5)Jは， 5秒の沈黙0 ・IhhhJは，呼
気音・笑い声。. I?Jは 疑問。. I=Jは，発話のつながり。. i: : : Jは，直前の
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